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. 特集・・平成19年度県予算
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.県政の動き…1月 ~5月

.元気とやま目安箱

・とやま旬レシピ・・-たけのこ

.もっと知りたいとやま

・とやまお出かけサイト
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子
bJ
司
山
一
且
一
口
町
圏

井
波
商
庖
会
の
皆
さ
ん
前
列
左
か
ら

小
西
鉄
雄
さ
ん
(す
し
庖
)
、
高
田
佳
充
さ
ん
(電
気
底
)

青
木
尚
子
さ
ん
ま
い
と
こ
井
波
)
、
崎
田
栄
輔
さ
ん
遍
庖
)

大
井
甚
吉
さ
ん
(ふ
と
ん
居
)、
武
田
範
夫
さ
ん
(菓
子
広
)

「
と
や
ま
子
育
て
応
援
団
※
」
に
加
盟
全
庖
(
訂
底
舗
)
で
参
加
し
て

い
る
井
波
商
底
会
。
毎
月
第
3
日
曜
日
は
、
お
子
様
連
れ
の
お
客
様

に
ポ
イ
ン
ト
2
倍
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
小
さ
い
時
か
ら
お

庖
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

『お
な
じ
み
さ
ん
』
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
会

長
の
高
田
さ
ん
。
叩
%
割
引
の
お
菓
子
屋
さ
ん
、
子
供
ふ
と
ん
叩
%

引
の
ふ
と
ん
屋
さ
ん
な
ど
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
お
庖
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
「
優
待
券
を
持
っ
て
こ
な
い
人
が
多
く
て
残
念
」
と

い
う
声
も
。
ま
ず
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
定
期
的
な
チ
ラ
シ
の
発

行
に
加
え
、
4
月
に
は
サ
ー
ビ
ス
期
間
を
延
長
し
、
抽
選
会
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
「
買
物
し
な
が
ら
親

子
の
会
話
が
広
が
れ
ば
」
と
商
庖
会
の
皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
が
響
く
商
后
街
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
毎
月
第
3
日
曜
日
か
ら
始
ま
る
1
週
間
を
中
心
に、

時
歳
以
下
の
子
ど
も
連

れ
で
優
待
券
を
持
参
し
た
家
族
に
、
協
賛
庖
が
設
定
し
て
い
る
優
待
サ
ー
ビ
ス
を

行
』
つ
事
業

、
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平成19年度当初予算
[平成 19年度に取り組む主な行政改革]

「対話jと「創造Jの元気とやま創造予算平成19年度県予算

未来の元気に投資します。

平成19年度の県予算が決定しました。その中昧は、

「財政再建」に留意しつつも、従来以上に「元気とやまJ

の創造を重視した「攻め」の予算。予算規模は、新幹線

の負担金を含め、前年度比0.7%増の5，294億円と8

年ぶりのプラス予算となっていますO 平成19年度は新

しい総合計画がスタートする年。タウンミーティングな

どで寄せ5れた県民の皆さんの意見を県政にしっかり

と反映させるためにも、攻めの姿勢で県政運曽に取り

組み、未来に希望がもてる富山県を創っていきますo

費
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こ

が
仏
什

公債費※
907億円
(17.1%) 

__.----
/イ/

議会・総務費

231億円 (4.4%)

警察費
276億円 (5.2%)

地方消費税清算金

221億円(4.2%)

民生・衛生費

655億円 (12.4%)

@簡素効率化の推進と新たな政策課題に対応
するための組織整備

.出納長制度を廃止し、会計管理者を設置

-新たな政策課題、重要施策に対応(地域振興の

推進、北陸新幹線の整備促進、物流戦略の推進、

教育行政の見直しと充実、医師・看護師の確保、

中央病院の充実強化)

・試験研究機関の見直し

@公の施設の見直し

・流杉老人有一ム、県立長生寮を民間移管

-二上青少年の家、黒部青少年の家、利賀少年自

然の家を用途廃止

-指定管理者制度の活用によるサ ビスの向上と経

費の節減

@人件費の抑制 L

'18年度から5年間で教育・警察部門などを含め職

員総数の5.2%(861人)を削減

-職員等の給料の臨時的な減額措置の継続

予
算
編
成
方
針

i

財
源
再
建
の
道
す
じ
i

2
年
前
に
は
約

4
0
0
億
円
あ
っ
た
財
源
不

足
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る
福
祉
や
医
療
費
等
の

増
大
に
よ
り
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
更
に
拡

大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

L
た
。
こ
の
た
め
、
平

成
口
年
度
か
ら
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
や
事

業
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
平
成
問
年
度
予
算

で
は
、
財
源
不
足
を

1
6
5
億
円
ま
で
縮
小
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
財
源
不
足
が
解
消
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
行
財

政
改
革
の
取
組
み
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
こ

と
に
加
え
、
企
業
誘
致
な
ど
が
順
調
に
進
み
、
税

収
も
増
え
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
平
成
四
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
引
き
続
き
財
政
再
建
に
留
意
し
な
が
ら
、

従
来
以
上
に

「
元
気
と
や
ま
」
の
創
造
を
重
視

し
ま
し
た
。

コ新
基総
気合

名需
主お

ミ走
りを
を~~
推誓
進え

-
計
画
の
着
実
な
推
進

こ
の

3
月
に
は
、
今
後
の
県
政
運
営
の
指
針
と

な
る
新
た
な
総
合
計
画
「

『元
気
と
や
ま
』
創
造

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
計
画
で
は
、
時
代

的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
や

生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
社
会
資
本
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
富
山
の
豊
か
な
森
林
を
次
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、

「水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
を
財
源
と
し

て
、
里
山
や
奥
山
の
再
生
な
ど
、
「
森
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
に
即
し
た
緊
急
度
が
高
い
事
業
を
進
め
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

今
後
と
も
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ふ
れ
あ
い

対
話
な
ど
の
県
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視

し
な
が
ら
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
と
誇
り
を
持

て
る
、
ふ
る
さ
と
富
山
県
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

。職員の能力・資質向上と意識改革

-業績評価制度の継続実施

@事業の点検・見直し

'669件の事業を見直し、約27億5千万円を節減

-入札制度の改革、共通事務の効率化等による業

務改革の推進

-企業広告の本格実施

。外郭団体の見直し 4

. (財)富山県いきいき長寿財団、(財)富山県福祉

事業団を廃止

'10団体において経営改善等を実施

[用語解説]

の
潮
流
を
見
据
え
、
凶
年
後
の
目
標
を
明
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
「
活
力
」
、

「
未
来
」
、
「安
心
」
の
3
分
野
に
わ
た
っ
て
日
の
政

策
を
立
て
、
取
組
み
の
基
本
方
向
や
重
点
政
策
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
平
成

四
年
度
予
算
で
は
、
「
元
気
と
や
ま
創
造
枠
」
(
却

億
円
)
を
設
定
し
、
新
産
業
の
創
出
、
子
育
て
支
援
、

教
育
の
振
興
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
、
新
し
い

総
合
計
画
の
先
導
的
な
取
組
み
と
な
る
事
業
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
戦
略
的
に
推
進
し
ま
す
。

-
未
来
の
発
展
基
盤
を
整
備

本
県
の
発
展
基
盤
と
な
る
北
陸
新
幹
線
や
富

山
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
に
積
極

. 
9 
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縮
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平成19年度の財源不足と対策
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「
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会
…

一
品
予

※県税…県民税や事業税など、県カ官、徴収する税金。

※地方交付税・・・どこの地域においても標準的な行政サービ

スを提供するために必要な税金等カt不足してし1る地方公

400億円
の不足

タウンミーテインク、等の平成18年度実績

主な意見105件に対し、251項目を予算化

ふれあい対話

9回開催

約210人と対話

タウンミーティング

4回開催

約680人の県民が参加

共団体に対して、固から交付されるお金。地方公共団体が、

使い道を決めることができる。

※県債・・・道路や学校など長期間利用する公共施設の整備

のために、県が借り入れるお金で、将来利用する住民にも

費用を負担してもらうもの(通常債)。これ以外に、地方交

地方交付税の

減 額等による

不足額 増 加

子育てミーテインク‘

4回開催

約390人の県民が参加

中小企業との対話

5回開催

約410人の経営者等が参加

付税の財源が不足しているために、県がお金を借り入れる

臨時財政対策債などがある(特例債)。

※国庫支出金・・・国が使用目的を特定して交付するお金で、

194億円
国庫補助金・負担金などがある。

※公債費・・・県債の返済に使うお金。

④ 

H19年2月H18年12月H16年11月

約1，690人が参加

。四ページの j県庁期政課]

お問い合せは:~ 076-444-3167 ) m:a! http://ww肌 pref.toyama.jplcms_sec/ll05/index.html

③県広報とやま

計 22回開催

2007.4 



「活力Jr未来Jr安心」の
3つの柱に沿って、主な施策を紹介します。

起業活動に取り組む農村女性グループ

勤
勉
で
粘
り
強
く
積
極
進
取
の
気
性
に
富
む

察
民
性
、
日
本
海
側
局
指
の
産
業
集
積
、
豊
か

な
水
資
源
を
活
か
し
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
取

組
み
が
幅
広
い
分
野
で
渓
関
さ
れ
て
い
る
、
活

力
あ
ふ
れ
る
県
“
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

副
産
業
・
経
済
の
振
興

.
新
産
業
創
出
、
起
業
支
援

・
「
と
や
ま
起
業
未
来
塾
」
で
の
人
材
育
成
と
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
新
商
品
等
の
販
路
開
拓

支
援

・
「
と
や
ま
医
薬
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
l
」
の
新
た
な

研
究
開
発
分
野
の
発
掘
支
援

・
バ
イ
オ
技
術
先
端
地
の
ド
イ
ツ
・
イ
エ
ナ
の
バ

イ
オ
ク
ラ
ス
タ
!
と
の
連
携
推
進

・
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
関
す
る
研
究
支
援

.
富
山
大
学
に
設
置
予
定
の
T
L
O
(技
術
移
転

機
関
)
と
連
携
し
、
県
有
特
許
や
大
学
の
研
究

成
果
の
県
内
企
業
へ
の
技
術
移
転
を
促
進

醤
と
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

・
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
意
欲
の
あ
る
業
界
団
体

と
連
携
し
、
戦
略
的
に

P
R活
動
等
を
実
施

.
東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
い
き
い
き
富
山
館
」

の
特
産
品
等
の
展
示
販
売
を
支
援

・
「
越
中
と
や
ま
食
の
王
国
フ
ェ
ス
タ
(
仮
称
)
」
を

開
催
し
、
食
・
料
理
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信

.
「
越
中
料
理
」
の
普
及
・

P
R
に
向
け
て
、
民
間

の
知
恵
、
力
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

支
援

圃
交
通
・
物
流
基
盤
の
整
備

・
北
陸
新
幹
線
の
遅
く
と
も
平
成
初
年
度
末

ま
で
の
開
業
や
全
線
整
備
の
早
期
実
現
に
向

け
た
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

・
伏
木
富
山
港
の
航
路
充
実
、
利
用
促
進
の
た

め
、
船
会
社
に
対
す
る
助
成
や
荷
主
企
業
へ
の

奨
励
金
交
付
制
度
の
創
設

富山駅周辺整備イメージ

北陸新幹線工事

-
企
業
立
地
の
促
進
、
中
小
企
業
の
振
興
等

3

.
本
県
の
要
請
な
ど
を
踏
ま
え
て
制
定
さ
れ

る
地
域
産
業
活
性
化
法
(
仮
称
)
に
基
づ
き
、

県
の
企
業
立
地
に
関
す
る
基
本
計
画
を
作
成

-
都
市
圏
で
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
や
先
端
産
業

懇
談
会
を
開
催

・
企
業
再
生
支
援
資
金
の
償
還
期
間
を
延
長

・
地
域
の
優
れ
た
技
術
や
資
源
を
活
用
し
た
取

組
み
を
支
援
す
る
「
と
や
ま
発
新
事
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
基
金
」
を
創
設

・
建
設
業
の
新
分
野
へ
の
進
出
等
に
向
け
た
プ

ラ
ン
策
定
・
事
業
の
立
ち
上
げ
支
援

.
「
第
vm
回
北
東
ア
ジ
ア
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

開
催
な
ど
、
環
日
本
海
地
域
の
経
済
交
流
を

促
進

-
農
林
水
産
業
の
振
興

.
認
定
農
業
者
等
の
育
成
、
集
落
営
農
の
組
織

化
、
経
営
規
模
の
拡
大
な
ど
を
支
援

属
中
心
市
街
地
の
活
性
化
等

・
商
庖
街
の
核
庖
舗
(
生
鮮
食
料
品
や
日
用
雑

貨
品
庖
等
)
再
生
な
ど

「
が
ん
ば
る
商
庖
街
」

支
援
を
拡
充

・
富
山
駅
北
地
区
や
富
岩
運
河
環
水
公
園
の

賑
わ
い
の
あ
る
空
間
づ
く
り

・
富
山
市
総
曲
輪
地
区
等
に
お
け
る
再
開
発

事
業
を
支
援

明
日
を
担
う
人
材
が
健
や
か
に
育
ま
れ
、
郷
土

を
愛
し
、
自
立
し
た
県
民
に
よ
っ
て
多
彩
芯
文

化
活
動
や
美
し
い
県
土
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
県
"
つ
く
り
を
進

め
ま
す
。

-
子
育
て
支
援

市社
会
全
体
で
支
え
る
子
育
て
支
援

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、

「
と
や
ま
っ
子
さ
ん
さ
ん
広
場
」
等
の
連
携
に

よ
り
総
合
的
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

推
進

・
地
域
の
子
育
・て
を
支
援
す
る
シ
ニ
ア
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を
育
成
・
登
録

・
「
と
や
ま
子
育
て
応
援
団
」
の
協
賛
庖
等
の
拡

大
を
図
り
、
そ
の
P
R活
動
に
助
成

.
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に
基
づ
く
中
小

企
業
行
動
計
画
の
策
定
を
支
援
し
、
子
育
応

援
企
業
へ
の
支
援
施
策
を
充
実

企業立地の記者発表

-
農
地
や
農
業
用
水
等
の
地
域
資
源
を
保
全
・

管
理
す
る
地
域
住
民
の
取
組
み
を
支
援

・
認
定
農
業
者
等
が
経
営
理
念
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
に
つ
い
て
学
ぶ
「
農
業
ニ
ュ
l
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
」
を
開
設

・
農
村
女
性
に
よ
る
新
商
品
開
発
等
の
起
業
活

動
に
助
成
す
る

「
が
ん
ば
る
女
性
農
業
者
支

援
事
業
」
を
実
施

-
観
光
の
振
興

・
新
し
い
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
を
活
用
し
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
等
も
見

据
え
た
重
点
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

・
「
お
も
て
な
し
意
識
」
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

観
光
施
設
や
企
業
が
行
う
観
光
客
受
入
態

勢
の
整
備
を
支
援
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
観

光
関
係
従
事
者
を
表
彰

・
中
国
、
韓
国
、
台
湾
に
お
い
て
観
光
説
明
会
等

の
開
催
、
新
た
に
香
港
の
国
際
旅
行
博
に
出

展
す
る
な
ど
、
海
外
か
ら
の
誘
客
を
促
進

明
日
を
担
う
次
世
代
の
育
成

・
親
の
役
割
や
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
普
及
啓
発

・
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
出
会
い
の
場
の
情

報
提
供

・
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の
年
間
助
成
額
を

拡
充
(
年
目
万
円
↓
却
万
円
・

2
固
ま
で
各
日

万
円
)

-
教
育
の
充
実
等

-
学
校
教
育
の
充
実

・
「
と
や
ま
型
学
び
育
成
支
援
事
業
」
を
推
進

し
、
小
・
中
学
生
の
確
か
な
学
力
を
育
成

・
県
内
の
全
公
立
中
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
、

M
時
間
相
談
電
話
の
実
施
、

い
の
ち
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進
な
ど
、
い

じ
め
問
題
等
に
総
合
的
に
対
応

-
生
涯
学
習

・
団
塊
世
代
等
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
県

民
の
学
習
活
動
を
支
え
る
「
は
つ
ら
つ
学
び
の

リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成

-
人
材
の
確
保
と
育
成
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

υ若
者
や
熟
年
世
代
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

・
県
立
職
業
能
力
開
発
校
で
企
業
ニ

l
ズ
に
応

じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
訓
練
を
本
格
導
入

.
熟
練
か
ら
若
手
へ
、
も
の
づ
く
り
の
技
を
継
承

す
る
「
技
能
継
承
塾
」
を
開
催

・
U
タ
l
ン
促
進
の
た
め
、
首
都
圏
等
の
大
学
に

室堂を訪れた台湾からの観光客

④ -クラスター…クラスターとは本来ぶどうの房の意味。関連する機関や企業が集積し、競争しながら協力している状態をさす。2007.4 ⑧県広報とやま
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《札たい国‘富山

患者の治療方針について指導を受ける研修医

対
す
る
県
内
企
業
の
P
R
を
充
実

・
首
都
圏
の
技
術
者
等
を
対
象
と
し
た
I
タ
ー

ン
就
職
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
県
内
企
業
見
学
会
、

東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
U
タ
l
ン
就
職
相
談

を
実
施

-
自
主
的
な
社
会
活
動
の
推
進

・
N
P
O
の
企
画
提
案
を
実
践
す
る
「
と
や
ま

夢
づ
く
り
N
P
O協
働
事
業
」
を
実
施

・
団
塊
世
代
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
援
事
業
」

を
実
施

-
男
女
共
同
参
画
の
推
進

・
民
間
の
女
性
管
理
職
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
設
置
、
女
性
オ
フ
ィ
ス
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
開
催
、

「女
性
が
輝
く
元
気
企
業
と
や

ま
賞
(
仮
称
)
」
の
創
設
な
ど
、
女
性
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
活
動
を
総
合
的
に
支
援

-
芸
術
文
化
の
振
興

・
平
成
初
年
度
に
開
催
予
定
の
「
世
界
こ
ど
も

舞
台
芸
術
祭
(
仮
称
)
」
の
調
査
事
業
を
支
援

.
「南
砺
市
い
な
み
同
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ

2
0
0
7
」
の
開
催
支
援

・
近
代
美
術
館
、
水
墨
美
術
館
、
立
山
博
物
館

に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
と
資
質
向

上
を
凶
る
研
修
会
等
を
開
催

・
利
賀
芸
術
公
園
で
の
人
材
育
成
事
業
等
に
よ

り
国
際
的
な
拠
点
づ
く
り
を
一層
推
進
し
、

中
高
生
や
県
民
向
け
の
鑑
賞
会
等
を
拡
充

・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
の
取
組
み
を
支
援

圃
く

5
し
た
い
国
づ
く
り

-
「く
ら
し
た
い
園
、
富
山
」
定
住
促
進
協
議
会

(
仮
称
)
を
設
置
し
、
首
都
圏
で
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
や
、
と
や
ま
暮
ら
し
体
験
モ
デ
ル
事
業

を
実
施世界文化遺産登録を目指す文化遺産 (上から、高岡の瑞

龍寺と雨晴海岸から望む立山連峰)

-
「
と
や
ま
夏
期
大
学
」
の
開

催
や
、
「
シ
モ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド
ベ

ル
ク
記
念
音
楽
祭
」
の
開
催

支
援

・
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
通
じ

て
半
定
住
を
促
進
す
る

「と

や
ま
帰
農
塾
」
を
実
施
し
、

都
市
と
農
山
漁
村
と
の
交

流
を
推
進

-
地
域
の
魅
力
"
つ
く
り

・
新
た
な
地
域
の
魅
力
を
創

な
ど
、
医
師
の
総
合
的
な
確
保
対
策
の
推
進

.
若
手
看
護
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
開

催
や
認
定
看
護
師
育
成
研
修
の
受
講
に
対
す

る
助
成
を
拡
充

-
健
康
凶
つ
く
り
の
推
進

県民歩こう運動の推進

-
メ
タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
向
け
た

運
動
習
慣
等
の
普
及
啓
発

・
県
民
歩
こ
う
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、

「と
や

ま
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
カ
ッ
プ
(
仮
称
)
」
を
開
催

・
県
産
食
材
や
伝
統
料
理
を
盛
り
込
ん
だ

「富

山
型
食
生
活
メ
ニ
ュ
ー
」
や
「富
山
版
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、
食
育
を
推
進

・
平
成
辺
年
度
に
開
催
予
定
の
「
第
お
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」
の
準
備
着
手

-
福
祉
の
充
実

.
地
域
総
合
福
祉
の
推
進

・
家
庭
、
地
域
、
事
業
所
等
が
連
携
し
て
高
齢

者
や
障
害
者
等
を
援
助
す
る
ふ
れ
あ
い
ケ
ア

ネ
ッ
ト
活
動
の
実
施
地
区
数
の
拡
充
と
、
孤
立

化
防
止
の
取
組
み
を
推
進

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
備
整
備
を
支
援

す
る
助
成
制
度
を
創
設

・
「介
護
あ
ん
し
ん
ア
パ
ー
ト
」
や
特
別
養
護
老

人
ホ
l
ム
等
の
整
備
を
支
援

-
障
害
者
福
祉
の
充
実

.
障
害
者
自
立
支
援
法
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
、

利
用
者
負
担
の
軽
減
や
新
制
度
へ
の
移
行
に

伴
う
施
設
改
修
へ
の
助
成
な
ど
の
特
別
対
策

を
実
施

・
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
増
や

す
た
め
県
立
体
育
施
設
等
の
使
用
料
を
無

料
化

-
自
然
環
境
・
生
活
環
境
の
保
全

・
自
然
環
境
の
保
全

・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
が
企
画
・
提
案
し
た

「自
然

ふ
れ
あ
い
塾
」
を
開
催

-
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
対
策

・
野
生
鳥
獣
共
生
管
理
員
を
増
員
し
、
市
町
村

が
実
施
す
る
安
全
対
策
等
へ
の
支
援
を
拡
充

.
担
い
手
確
保
の
た
め
県
猟
友
会
が
実
施
す
る

各
種
講
習
会
等
の
開
催
を
支
援

・
ク
マ
な
ど
の
獣
害
対
策
等
を
進
め
る
た
め
、
牛

の
放
牧
帯
「
カ
ウ
ベ
ル
ト
」
を
設
置

-
生
活
環
境
の
保
全

・
環
境
問
題
を
テ
l
マ
に
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
環
境
保
全
の
取
組

み
を
推
進

・
レ
ジ
袋
の
削
減
を
図
る
た
め
協
議
会
を
設
置
し
、

削
減
手
法
等
の
検
討
や
普
及
啓
発
を
実
施

-
循
環
型
・
脱
温
暖
化
社
会
の
構
築

・
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
か
ら
出
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
た
め
の
活
動
指
針
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成

.
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
進
め
る
た
め
国
連
大
学
と

連
携
し
て
エ
コ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

⑥ 

造
す
る
取
組
み
を
支
援
す
る

「と
や
ま
未
来

遺
産
再
生
・
発
信
事
業
」
を
実
施

・
「近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
」
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
、
立

山
黒
部
地
区
で
の
新
た
な
登
録
の
可
能
性
を

調
査
研
究

・
「景
観
づ
く
り
重
点
地
域
」
で
、
地
域
住
民
や

事
業
者
に
よ
る
建
築
物
等
の
景
観
づ
く
り
の

取
組
み
を
支
援

-
森
つ
く
り

・
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
を
活
用
し
、
県
民

全
体
で
支
え
る
森
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
(
詳
細
は
P
8
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)

由
一
旦
か
な
自
然
や
生
活
環
境
を
活
か
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
の
中
で
、
健
康
で
快
適
に
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
う
せ
る
県
“
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
医
療
の
充
実

.
が
ん
対
策

・
県
立
中
央
病
院
や
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
、

P
E
Tセ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
支
援
に
よ

り
「富
山
型
が
ん
診
療
体
制
」
を
充
実

・
県
立
中
央
病
院
に
お
い
て
、
が
ん
外
来
化
学
療

法
室
の
新
設
や
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
拡
充

-
医
師
・
看
護
師
の
確
保

・
医
学
生
等
修
学
資
金
貸
与
の
拡
充
、
「
富
山

型
後
期
研
修
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
検
討
す
る

-
生
活
交
通
の
確
保

・
地
域
公
共
交
通
の
確
保

・
県
内
の
パ
ス
、
路
面
電
車
、
鉄
道
に
共
通
し
て

使
用
で
き
る
交
通
I
C
カ
l
ド
シ
ス
テ
ム
の
導

入
可
能
性
を
検
討

・
J
R
西
日
本
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る
並
行
在

来
線
の
経
営
計
画
検
討
の
た
め
の
収
支
予
測

調
査
を
実
施

-
N
P
O等
に
よ
る
過
疎
地
の
パ
ス
運
行
を
市
町

村
と
と
も
に
支
援

ePET(陽電子放射断層撮影装置)…ブドウ糖に似た放射性薬剤を注射し、吸収状況を撮影するもの。がん細胞は正常な

細胞と比べてこの薬剤を多く吸収するので、がんが発見されやすくなる。

-
防
災
・
危
機
管
理

.
地
域
の
防
災
力
向
上

・
消
防
学
校
と
防
災
拠
点
施
設
の
具
体
的
な

整
備
内
容
等
を
定
め
る
基
本
計
画
を
策
定

・
県
が
管
理
す
る
主
要
な
河
川
の
浸
水
想
定
区

域
図
を
作
成
し
、
市
町
村
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
支
援

-
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

.
地
域
の
防
犯
活
動
参
加
者
を
育
成
す
る

「富

山
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
講

・
富
山
西
警
察
署
(
仮
称
)
の
建
設
工
事
に
着
手

し
、
警
察
官
、
交
番
相
談
員
を
増
員
す
る
な
ど
、

警
察
力
を
充
実

・
県
や
警
察
本
部
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す

る
「
く
ら
し
の
安
心
ネ
ッ
ト
と
や
ま
」
の
啓
発

活
動
等
を
充
実

2007.4 ①県広報とやま



私たちも、森に守Sれている。
県土の3分の2を占めるとやまの森。多種多様な生き物を育むだけで

なく、水源のかん養、土砂災害の防止、レクリエーションの場など、私

たちの暮らしに欠くことのできない大切な働きがあります。先人から

引き継いだ、とやまの森をしっかりと守り育て、次の世代にヲlき渡すた

めに、県民の皆さんと一緒に、新たな取組みをスタートしています。

県政の動き

~mip bロi3TU[:j
県政の今後の予定と最近の動きを紹介します。

※青い文字は写真を参照

4月8日…県議会議員選挙投票日

21日…知事のタウンミーティング(14:00~富山国際

会議場)

今後の予定

「少子高齢化社会の

福祉・医療について」

を手，ーマに明日の富山

県を話し合うタウンミー

ティングを開催します。

と
や
ま
の
森
の
現
状

近
年
、

「ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
」
や

「風
雪
被
害
林
の
発
生
」
な
ど
、
と
や
ま

の
森
に
変
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
で
放

棄
さ
れ
た
里
山
、
採
算
性
が
悪
化
し
放

置
さ
れ
た
人
工
林
な
ど
、
地
域
住
民
や

森
林
所
有
者
だ
け
で
は
、
と
や
ま
の
森

を
守
り
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
に
よ
る
整
備
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
県
全
域
に
広
げ
る
に
は
県
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
県
産
材
の
利
用
促
進
(
ベ
ン
チ
や
学
童

机
の
天
板
等
の
設
置
、
公
共
施
設
の
木

質
化
の
推
進
な
ど
)

・
提
案
型
事
業
の
創
設
(
「あ
な
た
が
行

う
森
づ
く
り
事
業
」
募

集

締

切

/

5
月
日
日
※
消
印
有
効
詳
細
は
ホ

ー
ム
ベ
l
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
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水
と
緑
の
森
鴎
つ
く
り
税
の
導
入

今
年
度
か
ら
、
「
水
と
緑
の
森
づ
く

り
税
」
(
個
人
/
年
間
5
0
0
円
、
法

人
等
/
県
民
税
均
等
割
額
の
5
%
)
を

導
入
。
貴
重
な
財
源
と
し
て
は
も
ち
ろ

22日…富山駅周辺景観デザインシンポジウム
(13:30~ ボルフアートとやま)

5月6目…「看護の日」記念事業 (13:00~ サンフォルテ)

16日…日本公園緑地全国大会

(13:30~ オーバード・ホール)

森
日
つ
く
り
条
例
と
今
後
の
活
動

県
で
は
、
森
づ
く
り
に
関
し
て
県
民

の
皆
さ
ん
に
幅
広
く
ご
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
、
平
成
口
年

8
月
に
県
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
県
民
参
加
の
森
づ

く
り
に
は
約
幻
%
の
方
が
必
要
性
を
認

識
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
新
た
な
税
の

導
入
に
も
約
お
%
の
方
が
賛
成
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
県
土
の
形
成
と
心
豊
か
な

県
民
生
活
の
実
現
を
目
的
に

「富
山
県

森
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
策
定
し
た

「富
山
県
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、

森
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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多
様
な
森
づ
く
り

県
内
の
森
林
を
4
つ
に
区
分
し
、
地

域
ニ

l
ズ
を
反
映
し
た
多
様
な
森
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
(
図
1
)
。

天
然
林

「
箆
山
林
」

県
民
協
働
に
よ
り
多
様
な

里
山
を
再
生
す
る
。

「
保
全
林
」

原
則
と
し
て
自
然
の
推
移

に
委
ね
保
全
・
保
護
す
る
。

ん
、
納
税
と
い
う
形
で
幅
広
く
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
森
づ
く
り
へ
の
関

心
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
税
は
、
主
と
し
て
「里
山
林
」

と

「
混
交
林
」
の
整
備
や
、
ポ
イ
ン
ト
2

で
掲
げ
た
事
業
な
ど
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

23日…とやま森の祭典

(10:30~ 黒部市宵野運動公閑)

①看護職員の養成と確保のあ

り方についての報告書が2月

15日に知事に提出された。

②7病院の代表者に知事から

厚生労働大臣の指定書を手

渡した。

1月10日…県男女共同参画審議会

13日…知事のタウンミーティング(富山市)

24日…県看護職員の養戒のあり方

検討会(写真①)

最近の動き

2月2日…有害鳥獣捕獲体制検討委員会

2日…全国高等学校スキー大会

(-6日)(南砺市・富山市)

9日…第1岡県入札契約適正化検

討委員会

9日…地域がん診療連携拠点病院

指定書交付式(写真①)

16日…次世代育成支援を考える

企業トップセミナー

⑧ 

人
工
林

「
生
産
林
」

循
環
型
社
会
に
貢
献
す
る

持
続
的
な
木
材
生
産
を
行
う
。

「
混
交
林
」

公
益
的
機
能
の
維
持
・
向

上
と
、
木
材
資
源
の
確
保
の
両
立
を
目

指
し
、
広
葉
樹
と
ス
ギ
な
ど
の
混
交
林

に
誘
導
す
る
。

-森林の公益的機能・・・水源のかん養や県土の保全、地球温暖化の防止など、多くの人たちに利益をもたらす森林の機能。

ポ
イ
ン
ト
2

森
を
支
え
る
人
“
つ
く
り

-
と
や
ま
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

活
動
支
援

・
森
づ
く
り
に
関
す
る
総
合
情
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
(
森
づ
く
り
，活
動
の
情
報

提
供
な
ど
)

・
森
林
の
大
切
さ
の
普
及
活
動
(
出
前

講
座
や
森
林
教
窒
な
ど
)

図1ー一一一一一一一一量劃・E温圃国~週間.

。初ベール県庁森林政策課)
お問い合せは:~076-444・3385 ! 

c!m! http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1603/index.html 

豊かな生態系が息づく森へ

管理不十分な人工林や入ることさえためらわれる里山林が、

森づくり税の活用により、県民はもちろん、動植物たちもい

きいきと生活できる森林に蘇ることを期待します。また、森

づくりにかかわることで、森林さらには地球環境保全の必

要性を多くの人々が理解するきっかけlこなればとd思いますO

NPO法人森林総合支援センター理事長

森林インストラクター 鶴巻畳志広

④従来以上に 「元気とやま」
の創造を重視する平成19年
度予算案などの提案理由を説

明した。

17日…とやまPETセンター起工式

20日…平成19年度県予算発表

20日…元気とやまスポーツ大賞授与式

21日…県福祉機器開発推進会議 ①A部門 (1，500円以内のお

設立総会 手軽定番メニュー)の最優秀
作品。

26日…2月定例県議会(-3/14)(写真④)

27日…県職業能力開発審議会

28日…活力とやま創造経済懇談会

3月1日…県安全なまちづくり推進本部

22日…県総合計画審議会

23日…県子ども政策県民会議

24目…創作「越中料理」コンテスト

(写真③)

2007.4 ⑧県広報とやま



フE
信一刈 やと ま 目 安 事自

「元気とやま目安箱」か5、新しい富山が始まっています。

県民の皆さんからの意見の積み重ねが、次の富山県の施策を生むベースになっていますO

積極的な政策提言には知事が回答するほか、県政への反映状況なども定期的に公表し

ます。次は、あなたの声をお聞かせください。

田 富山県は食料自給率が低いと思います。もっ

とスーパーの地産地消コーナーの設置などへの支

援が必要ではないでしようか。

メ ‘ 富山県では米の生

産が中心のため、自給率を

カロリーベースで見ると72%

(平成16年度)と高くなって

いますが、野菜の自給率は

約2割程度で全国平均の約

7割よりも低くなっています。

近年、地元産の安全・安

心な農産物を地元で消費

する“地産地消"の考え方が見直されています。県では、

担い手育成など生産体制の強化とともに、学校給食へ

の導入や直売所・インショップ※開設支援などの取組み

を行っていますO これらの取組みを通じて、魅力的な県

産品が、安定的に供給できるよう努めていきます。

※インショップ・・・地元農業者が、食品スーパーなどの庖舗内に

コーナーを設け、価格・規格等を設定して農産物を販売すること

。日件の !問問企画課 1
お問い合せは ~ 076-444-9622‘j 

田 子育てには家庭教育が大切です。子供が5--

6歳になるまで親を教育していくようなシステムを作っ

てはどうでしようか。

ぷ‘ 教育委員会では、親子

のふれあい、親の学びあい、社

会全体の支えあいをキーワー

ドに、学校、家庭、地域の連携

のもと、元気な 「とやまっ子」の

育成を支援しています。

①検診時に子育てのヒントとなる「家庭教育手帳」の配布

②家庭教育総合情報紙「家庭教育かわら版」の配布

③宿泊体験で親子がふれあいを深める 「とやま子育て

自然体験事業J
④保護者を対象に講演や学習会を行う 「家庭教育アド

パイス講座J
⑤家庭教育総合相談事業(子育てほっとライン、家庭教

育カウンセリング、電子メール相談など)

を実施するほか、新たに 「親を学び伝える学習プログラ

ム普及事業」として、思春期までの子をもっ親などを対

象に、親の役割や家庭教育についての学習プログラム

を作成し、普及啓発を図っていきますO

。訓の !県搬員制学習文化財室:
お問い合せは ~ 076-444-3435 : 

「元気とやま目安箱(知事への意見・提言)J係まで

: ~はがき・手紙…干930・8501 (住所記入不要)県庁広報課 ~FAX...076-444・3478
: ~インターネット… 回立!http://www.pref.toyama.jp/form.html 

: ~これまで寄せられた意見… 也ll! http://www.pref.toyama.jp/cms_cat/401010/kj00002016.html 



〆由巳Jっと知りたいとやま

4月の県政番組・お知5せ

こんにちは富山県です北日本放送テレビ[毎週土曜]9:30"""'9:45 

※放送時間を変更しました

7日…(番組はお休みです)

14日・・富山の桜

21日…人と生き物との共生

28日・・地域医療の確保

知ってナットク!元気とやま情報チャンネル

富山テレビ[毎週日曜]9:00"""'9:25 ※番組内容を変更しました

1日・8日…(番組はお休みです) 22日…水辺を活かしたまちづくり

15日・・スポーツで富山を元気に! 29日…富山県就職最前線

富山メモらナイトチューリッフ。テレビ[毎週火曜]21 :55"""'21 :58 

県が取り組んでいる事業やイベントの内容などを、わかりやすくタイムリー

にお知らせします。

元気とやま情報スクヱア FMとやま ※放送時間を変更しました

[毎週月~金曜日最終金曜除く)10:50"""'10:55、再 17:30"""'17:35

[毎月最終金曜]1 0:50"""'11 :00、再 17:30"""'17:40

※最終金曜は「知事の県政ざっくばらんJとして、知事が最新の話題について語ります。

県からのお知らせコミュニティFM各局

。富山シティ工フ工ム Oラジオたかおか Oラジオ・ミュ- ~工フエムとなみ

[毎週月曜朝][毎週金曜夕方]各2分半

県からのお知らせ[新聞広報] ※掲載回数が増えました

4月14日(土)、21日(土)、28日(土)の朝刊各紙に掲載予定

※21日(土)は、一部の朝刊には掲載しません。

富山県ホームページ c!l:ll!http://ww胤 pref.toyama.jp/

[協力]高岡市食生活改善推進協議会

kやま匂レシピ

味た
噌け煮。

の

掘りたてなら下ゆでの必要が無いほど、アクが少なく柔らかいこ

とで知られる高岡のたけのこ。穂先は刺身や和え物に、根元は

煮物やてんぷらに、多彩な表情で食卓に並びます。なかでも味

噌煮は丸ごと1本、分厚 い輪切りが高岡流。味噌煮を食べると

春 の訪れを実感するという、旬ならではの味わいです。

-材料・分量 (4人分)

たけのこ・・・3209

昆布…20cm角 1枚程度

いなか味噌・・・大さじ4

だし汁(かつお)…4カップロ

A(下ゆで用…米ぬか適宜、

赤唐辛子2本)

作D方。瓦元'/約65ーkc司〉
@たけのこは皮付きのまま穂先を斜めに切り落とし、皮に縦の切込みを

入れる。@大鍋に①とたっぷりの水、Aを入れて柔らかくなるまでゆで、ゆ

で汁につけたまま自然に冷ます。@たけのこの皮をむき、2cmほどの輪

切りにする。@鍋lこ①とだし汁、味噌、昆布を入れ、約1時間、煮ふくめる。

※かつては昧噌も自家製がほとんど。家庭によって、だしに煮干を使ったり、酒やみり

ん、しよう油、砂糖をかくし昧に使ったり、家の数だけ「昧噌煮」のバリ工ーションがある。

※とろとろに煮とけた昆布も一緒にいただく。季節になると、たけのこと並んで「たけ

のこ毘布」も庖頭に並ぶ。ワカメを入れる家もあるそう。

................・・・・・ m・・・・・"・・・・・..・・・・・ a・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・..・・・・ g ・・・・・・・・・・・・・・・・ a・.......・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・闘・・・・・・・・聞・. 
園 子園 子園 p回 p図 ω 中に文字をいれてくださ川ヒントはp.2特集ページにあります。

平成19年度県予算は、総合計画策定を踏まえ

rooとやま創造枠」を設定します。

-応募方法・・・はがきにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢と

本誌の感想を記載し、下記まで0

正解者の中から 10名の方!こ、

「県産材で作ったブ.ックスタンドJ
をプレゼントします。

.宛先…干930-8501(住所記入不要)県庁広報課「県広報とやま4月号クイズ係」 ※当選の発表はフ。レゼ、ントの発送をもって

かえさせていただきます。

.締切 4月13日(金)(必着) なお、発送予定日は4月16日(月)です。



… ……… …・ 《内にたい図、富山

知的好奇心に応えるデータバンク

生涯学習時代の県民ニ}ズに応えられるよう、機能の充実を図ってきた図書館。一般図

書のほか、古絵図や戦災をまぬがれた貴重なコレクション、富山ならではの水文化資料や

艶の文献など、文学作品から学術論文まで、郷土をテーマにした幅広い蔵書が特徴です。

l催し調べ学習に役立つ本の展示(参加無料) 期間 4/17ル 5州日)
子どもたちの興味の方向が、横々に広がる調べ学習。自由な好奇心に応える本を集めました。

仁
R富山駅交通…富山駅から地鉄パス高岡・小杉方面行 歪高岡

き「呉羽山公園j下車、徒歩5分。または北代 。

循環、腕如何県立図輔副首すぐ 5kg…ι

料金…無料 前 凸 Zホテ元
お問い合せい・076-436・0178 器仁三〈判。、、 .

~ ~ .幸 富山

画 書大掌

閣館…9:00-19:00(土日祝日は.......17:00)

休館…毎月曜日、第4木曜日(祝日の場合
は翌白)、5/8、年末年始(12/28-1/4)、
蔵書点線期間(917.......9/18)
住pJT・..富山市茶屋町206・3

i9 
C!'Ii]) http://www.Jib.pref.toyama.jpl 

に{云えるアーカイブズ

県政に関する文書を保存・活用し、県政や県の歴史に関する知識の普及を目的に開設さ

れた公文書館。置県以前の重要な古文書の研究、県の施策に用いられた公文書の選別・

保存を行い、レファレンスに対応します。歴史講座や古文書ご教室も開催しています。

未富山県公文書館

|催し E史講座 4/29'5/17…仰の全5回[ー]仰(月)~4/12 (木 )
古文書教室[入門]9/6~9/28の全4圃[中級実践] 10/25"'11パ5の全4固

※いずれも受諮料無料往復ハガキまたはホームページよりお申し込みくださし、。

口行き 「県立Rまたは北代循環、新港

前」 下車、3分
料金...無料

お問い合せ・・・076-434-4050

閉館‘・-9:00-17:00
休館…土・日・祝日、年末年始(12128--1/4)
住所・・・宮山市茶屋町33.2

交通..・宮山駅から地鉄パス富岡・小杉方

面仔きf呉羽山公園」下車、徒歩6分。

団a!http://ww胤 pぱ帥'yama.jp/branches/1147/

し、大きな紙面でわかりやすい広報に努めます。

富山県立図書館

とやまお出かけサイト細
同
川
錦

んい

づ.
私品

次号6月号は6月3日(日)Iζ発行予定です

締結紙100%の再舗を使用してい野 信 三三

「県広報とやまJに関するご連絡、ご質問は…

干930・8501(住所記入不要)県庁広報謀あて Tel'"076-444・3134 FAX砂076-444・3478
E-mailは右アドレスのフォームよりお送りください，.， http://www.pref.toy創na.jp/form.html
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